
①
「
読
書
」
に
よ
る
人
づ
く
り

 

②
「
一
市
民

1
ス
ポ
ー
ツ
」
に
よ
る
人
づ
く
り

 

③
「
ふ
る
さ
と
」
に
誇
り
を
も
つ
人
づ
く
り

 

３
づ
く
り

 

 
 
大
人
の
学
習

 
地
域
社
会
の
か
か
わ
り

 

い
き
い
き
と
し
た
人
づ
く
り
の
実
現

 

自
分
の
学
習
、
経
験
を
社
会
に
役
立
て
る

 

＜
重
点
＞

 

市
民
読
書
の
充
実

 
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実

 

    

キ
ー
ワ
ー
ド
：【
学
び
と
創
造
】

 

 
中
津
川
市
教
育
振
興
基
本
計
画

 
よ
り
よ
い
ひ
と
り
だ
ち
中
津
川
ビ
ジ
ョ
ン

（
概
要
）

 
 
期
間
；
平
成

2
7
～

3
8
年
度
 

Ⅰ
．
基
本
構
想

 
 

              Ⅱ
．
基
本
施
策

 
 

 

中
津
川
市
教
育
大
綱

 
現
代
を
生
き
ぬ
く
力

 

・
基
礎
基
本
を
身
に
つ
け
る

 

・
当
た
り
前
の
こ
と
が
で
き
る

 

・
た
く
さ
ん
学
び
、
経
験
し
、
自
分
を
豊
か
に
す
る

 

生
き
ぬ
く

土
台

 
・
じ
っ
く
り
考
え
、
判
断
し
、
行
動
す
る

 

・
社
会
の
役
に
立
ち
な
が
ら
自
己
実
現

 

生
き
ぬ
く

価
値

 

学
び
、
活
か
す
市
民

 
小
中
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
園
で
の
学
び

 

基
礎
基
本
の
習
得
と
た
く
ま
し
い
子
の
育
成

 

 
 

 
 

 
 

 
よ
り
よ
い
ひ
と
り
だ
ち

 

＜
重
点
＞

 

読
書
活
動
の
充
実

 
食
育
と
体
力
づ
く
り
の
充
実

 

    

キ
ー
ワ
ー
ド
：【
知
識
と
知
恵
】

 

学
校
教
育
・
幼
児
教
育

 
生
涯
学
習

 

①
「
読
解
力
（
読
み
取
る
力
）」

を
高
め
る

 

②
「
持
久
力
（
粘
り
強
さ
）」

を
高
め
る

 

③
当
た
り
前
の
こ
と
は
当
た
り
前
に

 

３
つ
の
耕
し

 

教
育
・
生
涯
学
習
環
境
の
整
備

 
教
育
内
容
・
生
涯
学
習
内
容
の
充
実

 
市
民
が
参
加
す
る
教
育
体
制
の
整
備

 

shogai-sp
タイプライターテキスト
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Ⅲ
．
施
策
・
実
施
事
項

 
（
方
向
性
）
 
（

1
2

5
） 

基
本
施
策

1「
教
育
・
生
涯
学
習
環
境
の
整
備
」

 

（
34
）

 

■
よ
り
よ
い
ひ
と
り
だ
ち
を
促
す
学
校
教
育
環
境
整
備
（
9）

 

・
学
校
施
設
の
良
好
な
環
境
に
向
け
た
整
備

 

 ■
幼
児
教
育
を
充
実
さ
せ
る
環
境
整
備
（
3）

 

・
望
ま
し
い
幼
児
教
育
・
保
育
の
集
団
規
模
の
考
え
方
を
踏
ま
え

た
、
施
設
の
適
正
配
置
の
推
進

 

・
幼
児
教
育
・
保
育
施
設
の
計
画
的
な
整
備
、
改
修

 

・
民
間
と
の
協
働
と
役
割
分
担
の
も
と
で
の
受
入
体
制
の
充
実

 

 ■
少
子
化
対
策
・
子
育
て
支
援
に
資
す
る
環
境
整
備
（
4）

 

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
計
画
的
な
施

設
整
備
と
、
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
づ
く
り
の
充
実

 

・
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
環
境
改
善

 

 ■
市
民
の
学
習
活
動
の
た
め
の
環
境
整
備
（
3）

 

・
学
習
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
設
備
や
安
全
安
心
な
環
境
を
確
保
し
た

公
民
館
の
計
画
的
な
改
修

 

 ■
全
市
民
が
等
し
く
享
受
で
き
る
読
書
環
境
整
備
（
4）

 

・
市
立
図
書
館
の
機
能
充
実
と
資
料
の
充
実
や
各
施
設
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
、
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
等
の
整
備

 

・
新
図
書
館
の
整
備
構
想
の
立
案

 

 ■
人
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す
文
化
施
設
の
再
編
と
整
備

 

（
3）

 

・
文
化
施
設
の
安
全
安
心
な
環
境
整
備

 
 

 
 

 
 
 

・
美
術
館
機
能
を
有
す
る
施
設
の
整
備

 

 ■
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
効
果
的
な
運
営
と
施
設
の
整
備
（
3）

 

・
安
全
・
安
心
で
快
適
な
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備

 

・
必
要
な
施
設
の
効
率
的
、
持
続
的
な
運
営

 

 ■
市
の
特
色
を
活
か
し
た
歴
史
文
化
資
源
の
整
備
（
5）

 

・
苗
木
城
跡
及
び
馬
籠
宿
等
の
中
山
道
や
街
並
み
景
観
を
歴
史
的

文
化
遺
産
と
し
て
、
地
域
の
活
性
化
、
観
光
振
興
と
連
携

 

・
計
画
的
な
保
存
整
備
を
す
す
め
、
歴
史
資
料
等
を
収
蔵
保
管
で

き
る
施
設
の
充
実

 

・
伝
統
芸
能
や
芝
居
小
屋
な
ど
の
施
設
の
保
存
整
備
と
利
活
用

 

  基
本
施
策
２
「
教
育
内
容
・
生
涯
学
習
内
容
の
充
実
」

 

（
6
5
）
 

９
■
新
し
い
教
育
の
し
く
み
づ
く
り
（
3）

 

・
新
教
育
委
員
会
制
度
を
活
か
し
、「

よ
り
よ
い
ひ
と
り
だ
ち
」

を
め
ざ
す
教
育
の
充
実

 

・
市
長
部
局
と
の
連
携
で
、
市
民
の
声
を
教
育
行
政
に
反
映

 

 ■
生
き
ぬ
く
力
を
育
む
学
校
教
育
（
18
）
 

・「
学
力
の
向
上
」
と
「
基
本
的
生
活
習
慣
、
規
範
意
識
の
定
着
」

 

・
深
く
読
み
取
る
力
、
自
分
な
り
の
考
え
を
持
っ
て
行
動
す
る
力
、

粘
り
強
さ
を
身
に
つ
け
る
教
育
の
充
実

 

・
支
援
の
必
要
な
児
童
生
徒
へ
の
個
別
の
ニ
ー
ズ
を
正
し
く
把
握

し
、
適
切
な
支
援
の
た
め
の
人
的
な
充
実

 

・
現
状
と
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
研
修
で
学
習
指
導
や
生
徒
指
導
力
向

上
 

 ■
み
ん
な
で
育
つ
幼
児
教
育
（
3）

 

・
定
期
的
な
研
修
の
実
施
と
、
新
た
な
知
識
や
対
応
を
専
門
家
か

ら
指
導
を
受
け
て
資
質
向
上
。

 

・
児
童
一
人
ひ
と
り
の
発
達
を
見
通
し
、
小
学
校
教
育
と
の
つ
な

が
り
を
考
え
た
質
の
高
い
幼
児
教
育
・
保
育
の
展
開
。

 

 ■
少
子
化
対
策
・
子
育
て
支
援
（
11
）
 

・
子
ど
も
を
安
心
し
て
生
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り

の
た
め
「
中
津
川
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
に
よ
り
、

子
ど
も
の
教
育
、
保
育
、
子
育
て
支
援
を
総
合
的
な
仕
組
み
づ
く

り
を
行
う

 

・
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
（
指
導
員
）
を
計
画
的
に
育
成
を

行
う

 

・
療
育
関
係
職
員
研
修
会
等
職
員
の
力
量
ア
ッ
プ
を
図
る

 

・
通
所
指
導
、
保
育
所
等
訪
問
支
援
事
業
等
で
指
導
内
容
、
方
法

の
充
実
を
図
り
、
子
ど
も
に
関
す
る
相
談
窓
口
対
応
の
充
実
や
、

心
身
の
障
が
い
や
発
達
の
遅
れ
の
早
期
発
見
と
、
途
切
れ
の
な
い

支
援

 

 ■
学
び
、
活
か
す
楽
し
い
学
習
（
4）

 

・
多
様
な
学
習
機
会
の
充
実
と
、
得
ら
れ
た
成
果
や
培
っ
た
能
力

を
地
域
社
会
で
活
か
す
環
境
づ
く
り
と
、
地
域
の
人
材
育
成
や
活

力
あ
る
地
域
づ
く
り

 

 

    ■
親
子
が
幸
せ
に
育
つ
家
庭
教
育
（
3）

 

・
家
庭
の
教
育
力
向
上
の
た
め
、
子
ど
も
の
年
代
に
応
じ
た
親
に

対
す
る
支
援
の
多
角
化
。

 

 ■
未
来
を
切
り
拓
く
子
ど
も
た
ち
の
育
成
（
青
少
年
の
健
全
育
成
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
3
）
 

・「
中
津
川
市
青
少
年
健
全
育
成
推
進
市
民
会
議
」
を
中
心
に
、

家
庭
・
学
校
・
地
域
社
会
に
よ
る
健
全
育
成
体
制
を
充
実

 

 ■
人
づ
く
り
に
つ
な
が
る
読
書
活
動
（
4）

 

・
一
般
教
養
か
ら
専
門
分
野
に
お
け
る
図
書
資
料
の
整
備
と
、
課

題
解
決
支
援
サ
ー
ビ
ス
等
を
充
実

 

・
暮
ら
し
や
文
化
等
の
情
報
発
信
に
よ
る
地
域
づ
く
り
や
心
豊
か

な
人
づ
く
り

 

・「
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
実
施
計
画
」
の
ソ
フ
ト
事
業
の
展
開

 

 ■
守
り
・
育
て
る
中
津
川
の
文
化
（
9）

 

・
各
地
域
の
文
化
団
体
の
支
援
と
、
地
域
の
伝
統
文
化
や
芸
能
活

動
の
継
承
の
た
め
の
人
材
育
成

 

・
郷
土
の
先
人
や
各
地
域
の
歴
史
文
化
遺
産
、
伝
統
文
化
、
芸
能

資
源
の
保
存
伝
承
の
た
め
、
発
表
会
活
動
の
支
援
や
展
示
会
、
先

人
顕
彰
等
の
実
施

 

 ■
健
康
で
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
（
7）

 

・
中
津
川
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
に
基
づ
き
、
一
市
民

1
ス
ポ

ー
ツ
に
よ
る
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み

 

・
子
ど
も
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
促
進
し
豊
か
な
心
を
育
む
取

り
組
み
や
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
機
会
、
触
れ
る
機
会
を
提
供

 

・
競
技
ス
ポ
ー
ツ
で
の
競
技
力
向
上
と
人
材
の
育
成

 

         

  基
本
施
策
３
「
市
民
が
参
加
す
る
教
育
体
制
の
整
備
」

 

（
26
）
 

■
地
域
と
の
連
携
に
よ
る
学
校
教
育
の
充
実
（
7
）
 

・
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
地
域
力
を
有
効
活
用
し
、
総
合
力
・
実

践
力
・
発
展
的
な
力
を
つ
け
ら
れ
る
事
業
の
実
施

 

・
地
域
や
家
庭
の
教
育
力
の
育
成

 

 ■
地
域
と
の
連
携
に
よ
る
幼
児
教
育
・
子
育
て
支
援
の
充
実
（

2
）
 

・
園
児
と
地
域
住
民
が
世
代
を
超
え
て
交
流
を
深
め
、
地
域
全
体

で
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
で
、
園
児
が
地
域
文
化
を
学
び
、
地
域

を
誇
り
と
す
る
意
識
づ
く
り

 

・
放
課
後
児
童
対
策
の
取
り
組
み

 

 ■
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
推
進
（
4）

 

・
公
民
館
を
拠
点
と
し
た
地
域
づ
く
り
活
動
や
学
習
の
充
実
で
の

人
材
育
成

 

・
公
民
館
運
営
に
市
民
参
加
の
運
営
体
制
づ
く
り

 

 ■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
援
と
協
働
推
進
（
6）

 

・
市
民
の
社
会
参
加
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
や
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
担
い
手
の
育
成

 

・
市
民
の
参
加
型
博
物
館
等
、
各
文
化
施
設
の
事
業
に
参
加
で
き

る
取
組
み
や
活
躍
の
場
の
提
供

 

 ■
ふ
る
さ
と
の
絆
を
深
め
る
事
業
（
3）

 

・
地
域
の
人
々
の
愛
郷
心
を
深
め
、
コ
ミ
ュ
二
テ
イ
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
事
業
の
推
進

 

・「
ふ
る
さ
と
教
育
」
に
よ
る
地
域
の
絆
づ
く
り

 

・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
で
の
生
き
が
い
づ
く
り

 

 ■
国
際
・
国
内
交
流
の
推
進
（
4）

 

・
国
際
交
流
事
業
経
験
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

 

・
次
代
の
リ
ー
ダ
ー
育
成

 

・
国
内
交
流
事
業
の
交
流
規
模
の
適
正
化
検
討
と
、
交
流
先
と
協

議
し
な
が
ら
実
施

 

   

※
カ
ッ
コ
内
は
実
施
事
業
数

 

22016
タイプライターテキスト
26



中
津

川
市

ス
ポ

ー
ツ

推
進

計
画

中
津

川
市

ス
ポ

ー
ツ

推
進

計
画

中
津

川
市

ス
ポ

ー
ツ

推
進

計
画

中
津

川
市

ス
ポ

ー
ツ

推
進

計
画

中
津

川

市
ス

ポ
ー

ツ
推

進
計

画
中

津
川

市
ス

ポ
ー

ツ
推

進
計

画
中

津
川

市
ス

ポ
ー

ツ
推

進
計

画
中

津
川

市
ス

ポ
ー

ツ
推

進
計

画
中

津
川

市
ス

ポ

ー
ツ

推
進

計
画

中
津

川
市

ス
ポ

ー
ツ

推
進

計
画

中
津

川
市

ス
ポ

ー
ツ

推
進

計
画

中
津

川
市

ス
ポ

ー
ツ

推
進

計
画

中
津

川
市

ス
ポ

ー
ツ

推

進
計

画
中

津
川

市
ス

ポ
ー

ツ
推

進
計

画
中

津
川

市
ス

ポ
ー

ツ
推

進
計

画
中

津
川

市
ス

ポ
ー

ツ
推

進
計

画
中

津
川

市
ス

ポ
ー

ツ
 

                                      

中
津

川
市

ス
ポ

ー
ツ

推
進

計
画

中
津

川
市

ス
ポ

ー
ツ

推
進

計
画

中
津

川
市

ス
ポ

ー
ツ

推
進

計
画

中
津

川
市

ス
ポ

ー
ツ

推
進

計
画

中
津

川

市
ス

ポ
ー

ツ
推

進
計

画
中

津
川

市
ス

ポ
ー

ツ
推

進
計

画
中

津
川

市
ス

ポ
ー

ツ
推

進
計

画
中

津
川

市
ス

ポ
ー

ツ
推

進
計

画
中

津
川

市
ス

ポ

ー
ツ

推
進

計
画

中
津

川
市

ス
ポ

ー
ツ

推
進

計
画

中
津

川
市

ス
ポ

ー
ツ

推
進

計
画

中
津

川
市

ス
ポ

ー
ツ

推
進

計
画

中
津

川
市

ス
ポ

ー
ツ

推

進
計

画
中

津
川

市
ス

ポ
ー

ツ
推

進
計

画
中

津
川

市
ス

ポ
ー

ツ
推

進
計

画
中

津
川

市
ス

ポ
ー

ツ
推

進
計

画
中

津
川

市
ス

ポ
ー

ツ
 

                                      

中
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ス
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推
進

計
画

【
概

要
版

】
 

《《
計計

画画
のの

基基
本本

的的
なな

考考
ええ

方方
》》

  
《《

計計
画画

のの
概概

要要
》》

  

目
 

 
的

：
国

民
の

心
身

の
健

全
な

発
達

、
明

る
く

豊
か

で
活

力
あ

る
社

会
を

実
現

す
る

 

理
 

 
念

：
ス

ポ
ー

ツ
は

、
生

涯
に

わ
た

り
自

主
･
自

律
的

に
、

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
に

応
じ

て
行

な
え

る
よ

う
推

進
す

る
 

目
 

 
的

：「
ス

ポ
ー

ツ
基

本
法

」
の

理
念

の
具

現
化

と
、

ス
ポ

ー
ツ

推
進

の
基

本
計

画
を

策
定

す
る

 

基
本

方
針

：
広

く
人

々
が

、
ス

ポ
ー

ツ
に

参
画

す
る

こ
と

が
で

き
る

環
境

を
整

備
し

、
ス

ポ
ー

ツ
立

国
の

実
現

を
目

指
す

 

基
本

理
念

：
ス

ポ
ー

ツ
を

通
し

て
健

康
づ

く
り

と
地

域
の

絆
を

深
め

る
、

い
き

い
き

と
暮

ら
せ

る
ま

ち
づ

く
り

 

基
本

方
針

：
「

一
市

民
１

ス
ポ

ー
ツ

」「
ス

ポ
ー

ツ
が

深
め

る
地

域
の

絆
」「

充
実

し
た

ス
ポ

ー
ツ

環
境

」
の

三
本

柱
で

推
進

す
る

 

11
  

  
趣趣

旨旨
  

◎
本

計
画

は
、

国
の

「
ス

ポ
ー

ツ
基

本
法

」「
ス

ポ
ー

ツ
基

本
計

画
」

を
参

酌
す

る
。

 

◎
本

計
画

は
、

県
の

「
岐

阜
県

清
流

の
国

ス
ポ

ー
ツ

推
進

条
例

」「
清

流
の

国
ぎ

ふ
ス

ポ
ー

ツ
推

進
計

画
」

の
趣

旨
･方

向
性

を
 

踏
ま

え
る

。
 

◎
本

計
画

は
、

市
の

「
中

津
川

市
総

合
計

画
」

に
基

づ
く

。
 

22
  

  
計計

画画
のの

位位
置置

づづ
けけ

  

◎
平

成
2

7
年

度
（

2
0

1
5

年
度

）
か

ら
平

成
3

8
年

度
（

2
0

2
6

年
度

）
ま

で
の

1
2

年
間

と
す

る
。

 

◎
平

成
3

2
年

度
（

2
0

2
0

年
度

）
に

は
、

市
民

の
意

向
調

査
を

は
じ

め
、

適
宜

見
直

し
を

実
施

す
る

。
 

33
  

  
計計

画画
期期

間間
  

■
ぎ

ふ
清

流
国

体
･ぎ

ふ
清

流
大

会
「

レ
ス

リ
ン

グ
」

 
■

中
津

川
公

園
野

球
場

「
夜

明
け

前
ス

タ
ジ

ア
ム

」
 

 
ラ

イ
フ

ス
テ

ー
ジ

に
合

わ
せ

て
、
身

近

な
ス

ポ
ー

ツ
に

取
り

組
む

裾
野

を
広

げ

て
い

き
ま

す
。

 

一一
市市

民民
11
スス

ポポ
ーー

ツツ
  

基基
本本

方方
針針

11
  

 
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

維
持

･
活

性
化

を
進

め
、
世

代
間

を
超

え
た

交
流

の
促

進

を
図

り
ま

す
。

 

スス
ポポ

ーー
ツツ

がが
深深

めめ
るる

  

地地
域域

のの
絆絆

  

基基
本本

方方
針針

22
  

 
健

康
づ

く
り

を
目

的
と

し
て

、
身

近
な

地
域

に
、

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

･
ジ

ョ
ギ

ン
グ

コ
ー

ス
の

設
定

を
行

い
ま

す
。

 

充充
実実

しし
たた

スス
ポポ

ーー
ツツ

環環
境境

  

基基
本本

方方
針針

33
  

～
み

ん
な

元
気

 健
康

ス
ポ

ー
ツ

の
ま

ち
～

 

ス
ポ

ー
ツ

で
人

と
地

域
が

 

か
が

や
く

ま
ち

 な
か

つ
が

わ
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【【
現現

状状
とと

課課
題題

】】
  

【【
基基

本本
方方

針針
】】

  
【【

目目
標標

数数
値値

】】
  

【【
スス

ポポ
ーー

ツツ
とと

のの
関関

わわ
りり

･･
目目

標標
】】

  
【【

具具
体体

的的
施施

策策
】】

  

■
市

内
で

観
戦

し
た

い
プ

ロ
･
ト

ッ
プ

ス
ポ

ー
ツ

で
は

、
野

球
･
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
･

サ
ッ

カ
ー

な
ど

の
希

望
が

あ
る

 
■

2
0

2
0

年
の

東
京

2
0

2
0

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

･
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

の
開

催
に

向
け

て
の

取
り

組
み

と
し

て
は

、
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
･
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

の
観

戦
が

も
っ

と
も

多
く

な
っ

て
い

る
 

■
主

な
活

動
と

し
て

、
障

が
い

者
東

濃
ブ

ロ
ッ

ク
体

育
大

会
で

の
入

賞
者

は
県

及
び

全
国

の
大

会
参

加
に

つ
な

が
っ

て
い

る
 

■
会

員
の

高
齢

化
に

よ
り

、
活

動
が

制
限

さ
れ

る
 

■
健

常
者

と
の

ふ
れ

あ
い

関
係

が
少

な
い

 

■
平

成
2

6
年

度
か

ら
5

年
計

画
で

、
老

人
ク

ラ
ブ

会
員

増
強

運
動

を
展

開
中

 
■

地
域

に
貢

献
す

る
老

人
ク

ラ
ブ

を
目

指
し

て
い

る
 

■
平

成
2

5
年

度
に

実
施

し
た

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
で

は
、
1

年
間

に
運

動
や

ス
ポ

ー
ツ

を
行

っ
た

人
は

、
約

5
3
％

で
、

そ
の

内
「

成
人

」
で

は
約

2
5
％

で
あ

る
 

■
ス

ポ
ー

ツ
が

行
え

な
い

理
由

と
し

て
「

忙
し

い
」
「

仕
事

で
疲

れ
て

い
る

」
が

多
く

あ
げ

ら
れ

る
 

■
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

チ
ー

ム
や

愛
好

会
へ

の
所

属
状

況
は

、
約

1
0
％

で
あ

る
 

■
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
、

運
動

器
具

に
よ

る
運

動
な

ど
手

軽
な

種
目

が
多

く
行

わ
れ

て
い

る
 

■
ス

ポ
ー

ツ
を

「
す

る
･
し

な
い

」
の

二
極

化
が

進
行

し
つ

つ
あ

る
 

■
ス

ポ
ー

ツ
少

年
団

員
の

入
団

率
が

下
が

っ
て

い
る

 
 

 
※

平
成

2
2

年
度

 
1

4
.0

％
⇒

平
成

2
6

年
度

 
1

2
.3

％
 

■
学

校
の

体
育

の
授

業
や

運
動

部
活

動
で

は
十

分
な

ス
ポ

ー
ツ

ニ
ー

ズ
に

対
応

で
き

な
い

 
■

少
子

化
に

伴
い

、
運

動
部

活
動

の
存

続
に

影
響

が
あ

る
 

■
幼

児
の

運
動

能
力

、
体

力
の

低
下

傾
向

が
み

ら
れ

る
 

■
保

護
者

と
と

も
に

、
身

体
を

動
か

す
楽

し
さ

を
知

る
こ

と
が

必
要

 

【
総

合
型

地
域

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
】

 
■

市
内

の
設

立
ク

ラ
ブ

数
 

５
ク

ラ
ブ

 
■

ク
ラ

ブ
の

認
知

度
（

知
ら

な
い

6
5
％

 
参

加
し

た
い

3
8

％
）

 
■

会
員

の
拡

大
と

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

づ
く

り
 

【
ス

ポ
ー

ツ
都

市
像

】
 

■
市

民
が

望
む

ス
ポ

ー
ツ

都
市

像
は
「

誰
も

が
ス

ポ
ー

ツ
に

親
し

み
、
ス

ポ
ー

ツ
を

と
お

し
て

健
康

づ
く

り
、

ま
ち

づ
く

り
を

推
進

す
る

ま
ち

」
が

6
7
％

を
占

め
る

 

【
ス

ポ
ー

ツ
推

進
施

策
】

 
■

市
民

が
望

む
ス

ポ
ー

ツ
推

進
施

策
は

「
年

齢
･
体

力
･
技

術
に

応
じ

た
ス

ポ
ー

ツ
教

室
や

ス
ポ

ー
ツ

行
事

の
充

実
」

が
4

6
％

 
■

健
康

、
体

力
づ

く
り

に
重

点
を

お
い

た
ス

ポ
ー

ツ
振

興
」

が
4

2
％

 

【
ス

ポ
ー

ツ
施

設
の

状
況

】
 

■
中

津
川

公
園

に
は

、
県

下
で

も
ト

ッ
プ

ク
ラ

ス
の

施
設

が
整

備
さ

れ
て

い
る

 
■

Ｂ
＆

Ｇ
海

洋
セ

ン
タ

ー
を

は
じ

め
、

多
様

な
施

設
が

整
備

さ
れ

て
い

る
 

■
各

施
設

と
も

利
用

人
数

も
多

く
稼

働
率

が
高

く
な

っ
て

い
る

 

【
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

に
よ

る
施

設
の

満
足

度
】

 
■

市
の

施
設

の
充

実
度

は
約

4
0
％

 
■

市
の

施
設

の
利

用
料

金
調

査
で

は
、

適
当

で
あ

る
は

、
約

2
6
％

 
■

要
望

施
設

で
は

、
室

内
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
施

設
、

ラ
ン

ニ
ン

グ
施

設
が

多
く

な
っ

て
い

る
 

【
施

設
の

管
理

】
 

■
市

有
財

産
（

施
設

）
運

用
管

理
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

の
施

設
再

編
計

画
の

実
施

 
■

指
定

管
理

者
制

度
の

導
入

 

一 市 民 １ ス ポ ー ツ  

ス ポ ー ツ が 深 め る  

地 域 の 絆  

 

充 実 し た ス ポ ー ツ 環 境  

中 津 川 市 ス ポ ー ツ 推 進 計 画  体 系 図  

スス
ポポ

ーー
ツツ

  
実実

施施
率率

  
  

成成
人人

のの
週週

11
回回

以以
上上

  

現現
状状

33
11

.. 22
％％

かか
らら

  

    

◎◎
平平

成成
33

22
年年

度度
  

まま
でで

にに
  

  

22
人人

にに
11
人人

  

55
00
%%
以以

上上
  

    

◎◎
平平

成成
33

88
年年

度度
  

まま
でで

にに
  

  

33
人人

にに
22
人人

  

66
55
%%
以以

上上
  

  

ト
ッ

プ
 

ア
ス

リ
ー

ト
 

年
齢

等
に

応
じ

た
競

技
ス

ポ
ー

ツ
と

地
域

ス

ポ
ー

ツ
と

の
連

携
･
協

働
を

図
る

！
 

障
が

い
者

 
ス

ポ
ー

ツ
に

主
体

的
に

参
加

す
る

！
 

高
齢

者
 

ス
ポ

ー
ツ

を
通

じ
て

健
康

で
長

生
き

す
る

！
 

成
人

期
 

ス
ポ

ー
ツ

を
通

じ
て

、
充

実
し

た
人

生
に

す
る

！
 

高
校

･
大

学
 

ス
ポ

ー
ツ

を
通

じ
て

生
涯

の
友

を
つ

く
る

！
 

  
中

学
期

 

生
涯

に
わ

た
っ

て
運

動
に

親
し

む
資

質
や

能
力

を
育

て
る

と
と

も
に

、
健

康
の

保
持

増
進

の
た

め
の

実
践

力
の

育
成

と
体

力
の

向
上

を
図

り
明

る
く

豊
か

な
生

活
を

営
む

態
度

を
育

て
る

！
 

  
小

学
期

 

生
涯

に
わ

た
っ

て
運

動
に

親
し

む
資

質
や

能

力
の

基
礎

を
育

て
、

健
康

の
保

持
増

進
と

体

力
の

向
上

を
図

り
楽

し
く

明
る

い
生

活
を

営

む
態

度
を

育
て

る
！

 

 
幼

児
期

 
保

護
者

と
一

緒
に

遊
び

、
ボ

ー
ル

遊
び

な
ど

に
取

り
組

む
！

 
 

就
学

ま
で

に
、

元
気

に
外

で
遊

ぶ
力

を
身

に

つ
け

る
！

 

○
各

種
団

体
と

の
連

携
に

よ
る

人
材

発
掘

、
育

成
 

○
中

津
川

市
ひ

と
づ

く
り

激
励

金
の

交
付

 

○
市

内
在

住
の

ト
ッ

プ
ア

ス
リ

ー
ト

に
よ

る
ス

ポ
ー

ツ
教

室
の

開
催

 

○
障

が
い

者
の

ス
ポ

ー
ツ

参
加

の
支

援
 

○
ス

ポ
ー

ツ
指

導
員

の
育

成
 

○
高

齢
者

の
ス

ポ
ー

ツ
参

加
の

支
援

 

○
健

康
体

力
増

進
に

関
す

る
情

報
の

提
供

 

○
ス

ポ
ー

ツ
を

楽
し

む
き

っ
か

け
づ

く
り

 

○
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
･
ジ

ョ
ギ

ン
グ

コ
ー

ス
の

設

定
･
充

実
 

○
「

ス
ポ

ー
ツ

プ
ロ

グ
ラ

ム
サ

ー
ビ

ス
」

の
提

供
 

○
「

ス
ポ

ー
ツ

プ
ロ

グ
ラ

ム
サ

ー
ビ

ス
」

の
提

供
 

○
ア

ス
リ

ー
ト

の
育

成
･
活

動
支

援
 

○
中

津
川

市
ひ

と
づ

く
り

激
励

金
の

交
付

 

○
ス

ポ
ー

ツ
を

通
じ

た
心

の
成

長
 

○
子

ど
も

の
夢

の
推

進
 

○
学

校
と

地
域

の
連

携
 

○
身

体
を

動
か

す
習

慣
づ

く
り

 

○
子

ど
も

の
夢

の
推

進
 

○
身

体
を

動
か

す
習

慣
づ

く
り

 

地
域

ス
ポ

ー
ツ

推
進

の
実

技
指

導
及

び
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
役

 

ス
ポ

ー
ツ

推
進

委
員

の
活

動
支

援
 

地
域

に
根

差
し

た
ス

ポ
ー

ツ
活

動
の

拠
点

 

総
合

型
地

域
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

の
活

動
支

援
 

ス
ポ

ー
ツ

を
通

し
た

地
域

づ
く

り
 

地
域

ス
ポ

ー
ツ

活
動

の
推

進
 

○
ス

ポ
ー

ツ
推

進
委

員
活

動
の

Ｐ
Ｒ

 

○
地

域
で

の
密

着
し

た
活

動
へ

の
支

援
 

○
活

動
し

や
す

い
地

域
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

 

○
設

立
準

備
に

向
け

た
ク

ラ
ブ

へ
の

活
動

支
援

 

○
既

存
ク

ラ
ブ

へ
の

事
業

･教
室

開
催

に
伴

う
支

援
 

○
指

定
管

理
者

制
度

導
入

に
伴

う
支

援
 

○
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
を

高
め

る
事

業
展

開
の

促
進

 

○
地

元
企

業
、

大
学

と
の

連
携

 

○
地

域
資

源
を

生
か

し
た

ス
ポ

ー
ツ

活
動

の
推

進
 

ス
ポ

ー
ツ

施
設

･
設

備
の

整
備

･
充

実
 

ス
ポ

ー
ツ

施
設

の
利

用
促

進
 

ス
ポ

ー
ツ

に
関

す
る

情
報

や
ニ

ー
ズ

の
把

握
と

活
用

 

○
安

心
･
安

全
な

ス
ポ

ー
ツ

環
境

の
維

持
 

○
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
･
ジ

ョ
ギ

ン
グ

コ
ー

ス
の

設

定
･
充

実
 

○
「

市
有

財
産

（
施

設
）

運
用

管
理

マ
ス

タ
ー

プ

ラ
ン

」
に

基
づ

く
施

設
管

理
 

○
学

校
開

放
施

設
の

活
用

推
進

 

○
ス

ポ
ー

ツ
施

設
の

利
用

減
免

制
度

の
見

直
し

 

○
利

用
者

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
施

設
利

用
方

法
の

見
直

し
 

○
地

域
、

関
係

団
体

に
よ

る
指

定
管

理
者

制
度

の
導

入
 

○
効

果
的

、
効

率
的

な
施

設
管

理
の

推
進

 

○
ス

ポ
ー

ツ
施

設
予

約
状

況
閲

覧
シ

ス
テ

ム
の

更
新

 

※
こ

の
計

画
で

の
“

ス
ポ

ー
ツ

”

と
は

、
運

動
競

技
及

び
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

の
目

的

で
行

う
身

体
の

運
動

を
幅

広

く
捉

え
た

も
の

で
す

。
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 社会教育委員の役割について  
 

１ 社会教育委員とは 

 

   社会教育法（社会教育委員の構成） 

 

第15条 都道府県及び市町村に社会教育委員を置くことができる。 

   2 社会教育委員は、学校教育及び社会教育の関係者、家庭教育の向上に資する活動

を行う者並びに学識経験のある者の中から、教育委員会が委嘱する。 

 

 ■point■ 

    社会教育は、人々の生活と直接結びついているのが特徴で、社会教育行政は人々の 

   意向を忘れては執行できない。そこで、人々の意向を反映させる仕組みとして社会教

育委員制度がある。だから、社会教育委員は人々の意向の代弁者であり、社会教育活

動の機動力である。同時に、規制緩和で地域の特色を生かした社会教育行政が行える

ようになったが、その成否は社会教育委員の知恵と熱意が左右する。 

   【伊藤俊夫編「社会教育委員のための生涯学習－社会教育委員必携―」(財)全日本社会教育連合会】 

 

２ 社会教育委員の役割 

  中津川市の社会教育・生涯学習の推進について、その方策や方針についてご意見を述べ

ていただくだけでなく、必要に応じて諸計画や答申を作成していただきます。 

 

   社会教育法（社会教育委員の職務） 

 

   第 17 条 社会教育委員は、社会教育に関し教育長を経て教育委員会に助言するため、 

左の職務を行う。 

   一 社会教育に関する諸計画を立案すること。 

   二 定時又は臨時に会議を開き、教育委員会の諮問に応じ、これに対して、意見を述 

べること。 

   三 前二号の職務を行うために必要な研究調査を行うこと。 

   ２ 社会教育委員は、教育委員会の会議に出席して社会教育に関し意見を述べること

ができる。 

   ３ 市町村の社会教育委員は、当該市町村の教育委員会から委嘱を受けた青少年教育

に関する特定の事項について、社会教育関係団体、社会教育指導者その他関係者に

対し、助言と指導を与えることができる。 
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 公民館運営審議会委員の役割について  
 

１ 公民館運営審議会委員とは 

 

   社会教育法（公民館運営審議会） 

 

   第２９条 公民館に公民館運営審議会を置くことができる。 

   ２ 公民館運営審議会は、館長の諮問に応じ、公民館における各種の事業の企画実施

につき調査審議するものとする。 

 

   第３０条 市町村の設置する公民館にあっては、公民館運営審議会の委員は、学校教

育及び社会教育の関係者、家庭教育の向上に資する活動を行う者並びに学識経験の

ある者の中から、市町村の教育委員会が委嘱する。 

   ２ 前項の公民館運営審議会の委員の定数、任期その他必要な事項は、市町村の条例

で定める。 

 

２ 公民館運営審議会委員の役割 

  公民館の管理・運営や、市全体の公民館のあり方についてご意見を述べていただく 

だけでなく、必要に応じて諸計画や答申を作成していただきます。 
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